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概要

曇り空の日、病院内が薄暗く清掃者が濡れモップで廊下の汚れを清掃していた。

急ぎの業務らしく、看護師が小走りで通過しようとし、塗れた区域で転倒した。

要因

１． 廊下を濡れたモップで清掃していた。

２． 廊下が薄暗く、床面が見えづらかった。

３． 清掃者が危険であると声掛けをしなかった。

４． 看護師が業務で忙しく廊下を走って通過しようとした。

５． 廊下の先がコーナーであったため看護師がバランスを崩した。

対策

１． 万一塗れたモップで拭く場合には、直ぐに乾いたモップ等で拭き、床の状態を乾燥させる。

２． 清掃危険区域は、照明を点け明るくし作業する。

３． 危険を感じた時には、「気を付けて下さい」等の声掛けをする。

４． 廊下等では走らない。

５． 曲がり角等は、対向者、物品に気を付けて行動する。
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